
http://www.http://www.vill.tamakawa.fukushima.jvill.tamakawa.fukushima.jphttp://www.vill.tamakawa.fukushima.jp

広報広報広報

No.603たまかわたまかわたまかわたまかわたまかわ 2016
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玉
川
村
民
文
化
祭

玉
川
村
民
文
化
祭

　

10
月
15
日
か
ら
の
山
野
草
展
を
皮

切
り
に
11
月
６
日
ま
で
、「
平
成
28
年

度
玉
川
村
民
文
化
祭
」が
、
た
ま
か
わ

文
化
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
千
二
百
名
以
上
の
来
場

者
が
訪
れ
、
作
品
展
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
村
内
児
童
の
絵
画
や
、

プ
ロ
並
み
の
作
品
が
数
多
く
出
展
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

迫
力
の
あ
る
絵
画
や
繊
細
な
筆
づ

か
い
で
落
ち
着
き
の
あ
る
絵
画
、
一

瞬
の
美
を
切
り
取
っ
た
写
真
、
緻
密

な
細
工
を
施
し
た
様
々
な
作
品
な
ど
、

来
場
者
は
一
つ
ひ
と
つ
足
を
止
め
て
、

じ
っ
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
茶
や
生
け
花
、
ひ
ょ
う
た
ん
ラ

ン
プ
シ
ェ
ー
ド
等
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
は
じ
め
、
高
齢
者
作
品
展
に
出
品

し
た
野
菜
等
の
即
売
会
も
盛
況
で
し

た
。

クックの森園児の作品展

初めての生け花体験

クックちゃんも文化祭に登場

絵画展の作品

写真展の作品

村ふれあいセンターとたまかわ荘の作品

ひょうたんランプシェード
押し花展の作品

文
化
活
動
の
成
果
を
皆
様
へ

10
月
15
日
か
ら
の
山
野
草
展
を
皮

展

文
化
活
動
の
成
果
を
皆
様
へ
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●日本赤十字社　福島県支部長賞
  
●日本赤十字社福島県支部　県中地区長賞 
 
●福島県老人クラブ連合会長賞
  
●石川地方老人クラブ連合会長賞
  
●玉川村老人クラブ連合会長賞
  
  
●玉川村長賞
  
  
  
  
  
  
●玉川村社会福祉協議会長賞
  
  
  
  
  
  
●玉川村議会議長賞
  
  
●玉川村教育長賞
  
  
●玉川村公民館長賞
  
  
●玉川村商工会長賞
  
  
  
  
  
●夢みなみ農業協同組合  玉川支店長賞

文化活動を満喫文化活動を満喫文化活動を満喫

■村長賞　　　
　車田　常代（小高）
■村議会議長賞　
　双里　トク（中）
■教育長賞　　　　
　鈴木　節子（岩法寺）
■会長賞　　　
　石井フクヨ（南須釜）
■公民館長賞　　
　大野ヒサ子（南須釜）
■福島民友新聞社賞　
　溝井　良仲（小高）
■夢みなみ農業共同組合  玉川支店長賞
　須藤　秋子（川辺）
■商工会長賞　　　
　須合　米子（岩法寺）
■特別賞　　　　　
　石森代志子（山小屋）
■努力賞　　　　　
　野口　信次（中）
　溝井カヨ子（南須釜）

◆村長賞（厚物の部）
　鈴木　民枝（吉）
　村長賞（管物の部）
　鈴木　喜一（吉）
◆教育長賞　
　鈴木　忠雄（竜崎）
◆村議会議長賞　
　金沢リマ子（小高）
◆公民館長賞　
　鈴木　忠雄（竜崎）
◆福島民友新聞社賞　
　金沢リマ子（小高）
◆夢みなみ農業共同組合
　玉川支店長賞　
　鈴木ハツヱ（竜崎）
◆会長賞（厚物の部）
　鈴木ハツヱ（竜崎）
　会長賞（新人の部）
　石森　三男（山小屋）

第99回玉川山野草展
【一般山野草】

菊花展
【特別賞受賞者】

出品した
山野草会の皆さん
（10月15日～16日）

出品者の総数……183人
入賞者の総数 …… 34人
出品点数の総数…823点
即売品……………761点
非売品……………  62点

玉川村高齢者作品展示会受賞者

こまどり会による語り部

茶道愛好者による秋の茶会
生け花展と出品者の皆さん

来場者を魅了した菊花展

（岩法寺）

（ 中 ）

（ 中 ）

（南須釜）

（蒜 生）
（四 辻）

（川 辺）
（蒜 生）
（小 高）
（竜 崎）
（南須釜）
（山小屋）

（川 辺）
（蒜 生）
（小 高）
（ 中 ）
（岩法寺）
（北須釜）

（岩法寺）
（竜 崎）

（ 中 ）
（竜 崎）

（川 辺）
（竜 崎）

（川 辺）
（蒜 生）
（ 中 ）
（南須釜）
（北須釜）

（川 辺）
（ 中 ）
（南須釜）
（北須釜）
（山小屋）

佐久間春枝

小針　唯七

永林　正三

円谷　和子

曲山敬三郎
石井　初子

曲山　栄子
真弓八重子
関根　弘子
小林　早苗
国井初之助
石森　藤重

石川　悦子
真弓　敬吉
首藤キヨ子
小針カツ子
佐久間リクヨ
渡辺ナツヨ

草野　久子
小林　静夫

高林　良枝
小林ハツヨ

鈴木マサヨ
小林　知子

野崎　丈吉
曲山　文雄
小針トミヨ
飯島　三郎
塩沢　忠一

坂本ハナエ
飯田　由子
小原　三男
矢吹ヤス子
石森ゆき子

パッチワークバッグ
 
黒柿セット
 
万年カレンダー
 
藤ツルカゴ
 
白菜
赤大根
 
大根 
かぼちゃ 
セーター 
こんにゃく芋 
イモ洗い棒 
ゆず
 
玉ねぎ 
玉ねぎ 
ちぎり絵 
手提げカバン 
大根 
里芋
 
ネギ 
きゅうり
 
長いも 
こんにゃく芋
 
ジャガイモ 
白菜
 
長いも 
玉ねぎ 
つるしびな 
サツマイモ 
キャベツ
 
大根 
道中着 
白菜 
じゅうねん 
ギンナン
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た
ま
か
わ
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

た
ま
か
わ
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

た
ま
か
わ
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
11
月

6
日
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
駐
車
場
、
ク
ッ
ク

ド
ー
ム
た
ま
か
わ
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

　

も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ
で
は
、
テ
レ
ビ
で
活
躍
中

の「
ホ
リ
」さ
ん
が
登
場
し
会
場
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
紅
晴
美
歌
謡
シ
ョ
ー

や
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
、牛
丼
早
食
い
大
会
、

丸
太
切
り
競
争
、
工
業
部
会
の
コ
マ
対
戦
な
ど

多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
や
Ｊ
Ａ
等
に
よ
る
地
元
産

品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
が
出
店
さ
れ
、
爽
や
か
な
秋
晴

れ
の
空
の
も
と
、
多
く
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら「
エ
ア
ド
ー
ム

ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん
」も
登
場
し
子
供
た

ち
に
大
人
気
！
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
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たまかわクックの森運動会たまかわクックの森運動会
　

認
定
こ
ど
も
園「
た
ま
か
わ
ク
ッ
ク
の

森
」に
お
い
て
、
初
め
て
の
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
を
会

場
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、
日
頃
練
習
を
し

て
き
た
お
遊
戯
や
競
技
を
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
な
ど
の
前
で
、
元
気
一
杯
披
露
し

て
い
ま
し
た
。
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防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の

取
り
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た
。

戸
別
受
信
機
の

設
置
に
つ
い
て

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
い
各
家
庭
に
取
り
付
け
る

戸
別
受
信
機
の
設
置
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

取
り
付
け
の
要
望
を
頂
き
ま

し
た
ご
家
庭
・
事
業
所
か
ら
順
次

工
事
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

設
置
に
つ
い
て
は
、
工
事
業

者
が
、
要
望
の
あ
っ
た
ご
家
庭

や
事
業
所
へ
電
話
連
絡
し
、
訪

問
取
り
付
け
工
事
を
行
い
ま
す

の
で
、
工
事
内
容
等
を
ご
確
認

の
う
え
、
事
前
の
準
備
な
ど
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「３素子八木アンテナ」の
設置が必要となります。
庭などに高さ6メートル
ほどの支柱が設置され、
そこにアンテナの取り付
けを行います。

受信状況が悪い場所に
お住まいの方へ

戸別受信機設置例図

※アンテナ長：約 2.5m 
●軒下等に釘、ネジ等で取付けます。 
●アンテナケーブルを屋内へ引き込む際、壁に 10mm程
の穴を開ける工事が必要になります。
※換気扇、エアコンの室外機への穴等が利用できる場合
もあります。
●屋内に設置する戸別受信機まで配線工事が必要になり
ます。 
●屋根からの落雪により破損の恐れがあります。
　落雪の影響を受けない場所へ設置いたします。 

　
　

外
部
ア
ン
テ
ナ
設
置
場
所
に

よ
っ
て
は
外
周
の
伐
採
等
は
必
要

と
な
る
か
。

A
：
過
去
に
周
囲
の
伐
採
を
行
っ

た
事
は
な
い
が
施
工
班
が
伺
っ
た

際
に
調
査
の
上
、
対
処
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
　

雪
の
影
響
で
電
波
状
況
は
変

化
す
る
の
か
。

A
：
雪
及
び
季
節
に
よ
っ
て
電
波

状
況
は
変
化
い
た
し
ま
す
。
比
較

的
冬
場
の
方
が
電
波
状
況
は
良
好

に
な
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
電
波
の
反
射
等
は
影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　

緊
急
音
量
と
は
ど
の
位
の
大

き
さ
な
の
か
。

A
：
ス
ピ
ー
カ
ー
の
最
大
出
力
は

0
・
5
W
と
な
り
ま
す
。 

　
　

ど
う
し
て
戸
別
受
信
機
を
新

し
い
も
の
と
交
換
す
る
の
か
。

A
：
電
波
の
種
類
が
今
ま
で
の
ア

ナ
ロ
グ
放
送
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル

放
送
方
式
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　
　

新
し
い
戸
別
受
信
機
を
設
置

し
て
も
ら
っ
た
ら
、
今
ま
で
使
っ

●壁、又は柱にネジ等で取付けます。
●屋内アンテナ(ロッドアンテナ)は上、
下どちらにも向けられます。
●机上にも付属のホルダを使用して立
てかけて置けます。
●電源ケーブルの全長は2.5mとなって
おります。コンセントからの距離に
ご注意願います。

屋外アンテナ(ダイポールアンテナ)取り付けの例

戸
別
受
信
機
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
1

Ｑ
2

Ｑ
3

Ｑ
4

Ｑ
5
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こ
の
度
の
防
災
行
政
無
線
戸

別
受
信
機
の
取
り
付
け
に
関
し

て
、
ご
要
望
の
あ
っ
た
世
帯
の

皆
様
に
は
、
事
前
に
設
置
の
ご

準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
の
設
置
に
は
、

受
信
機
を
壁
に
掛
け
て
使
用
す

る
場
合
と
棚
あ
る
い
は
家
具
等

の
上
に
置
い
た
状
態
で
使
用
す

る
場
合
と
の
２
種
類
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　

壁
、
又
は
柱
へ
掛
け
て
設
置

さ
れ
る
場
合
は
２
本
の
ネ
ジ
を

使
用
し
て
の
取
り
付
け
作
業
を

行
い
ま
す
。

　

今
回
設
置
い
た
し
ま
す
戸
別

受
信
機
は
、
家
庭
用
電
源
を
使

用
い
た
し
ま
す
。
コ
ン
セ
ン
ト

に
空
き
が
な
い
、
ま
た
は
、
コ

ン
セ
ン
ト
よ
り
2
.
5
m
以
上

離
れ
た
場
所
に
設
置
し
た
い
場

合
は
、
延
長
タ
ッ
プ
等
を
事
前

に
ご
準
備
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
外
ア
ン
テ
ナ（
ダ
イ

ポ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ
等
）を
設
置
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
に
は
屋
外
ア
ン
テ
ナ
の
取
り

付
け
及
び
戸
別
受
信
機
ま
で
の

配
線
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
配
線
を
屋
内
へ
引
き
込
む
際
に

外
壁
へ
直
径
10
㎜
程
度
の
穴
あ

け
作
業
が
伴
い
ま
す
。）

　

新
し
い
戸
別
受
信
機
が
受
信

す
る
電
波
は
、
中
継
局
よ
り
発

信
い
た
し
ま
す
。

　

取
付
業
者
に
よ
る
調
査
に
て

屋
外
ア
ン
テ
ナ
設
置
位
置
を
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
ご
注
意
：
テ
レ
ビ
.
モ
デ

ム
.
電
子
レ
ン
ジ
等
の
近
く
に

設
置
し
ま
す
と
、
電
波
干
渉
を

お
こ
し
、
放
送
に
雑
音
が
入
っ

た
り
聞
こ
え
難
く
な
っ
た
り
す

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
取
付

作
業
員
が
確
認
し
、
ノ
イ
ズ
が

入
る
場
合
は
設
置
位
置
を
変
更

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。）

（
1
） 

戸
別
受
信
機
は
村
内
の
ご

要
望
の
あ
っ
た
世
帯
に
村
が
無

償
で
貸
与
す
る
も
の
で
、
そ
の

工
事
費（
屋
外
ア
ン
テ
ナ
設
置
費

用
含
む
）に
つ
い
て
は
村
が
負
担

い
た
し
ま
す
。

（
2
）　

戸
別
受
信
機
の
電
気
使

用
料（
月
額
20
円
程
度
）及
び
乾

電
池
は
、
個
人
負
担
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
最
初
の
単
２
形

乾
電
池
２
本
は
本
体
に
内
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。）

　

平
成
28
年
11
月
よ
り
平
成
29

年
３
月
末
頃
を
予
定
。
地
区
割

な
ど
で
、
順
次
取
付
作
業
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
腕
章
を
着
け
た
工

事
請
負
業
者
が
各
家
庭
へ
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
工
事

完
了
時
に
は「
防
災
行
政
無
線
戸

別
受
信
機
使
用
貸
借
契
約
書（
様

式
第
3
号
）」へ
の
記
名
押
印
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 　

工
事
請
負
業
者
が
工
事
費
用

を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

 　

緊
急
一
括
又
は
強
制
音
量
放

送
を
受
信
し
た
場
合
は
、
音
量

つ
ま
み
の
位
置
に
関
係
な
く
最

大
音
量
に
な
り
ま
す
。
音
量
つ

ま
み
を
押
す
こ
と
に
よ
り
設
定

し
て
い
た
音
量
に
戻
り
ま
す
。

　

停
電
時
に
は
、
自
動
的
に
内

蔵
の
乾
電
池
に
切
り
替
わ
り
使

用
可
能
で
す
。（
※
乾
電
池
は
、

使
用
し
て
い
な
く
と
も
自
然
放

電
い
た
し
ま
す
。
一
年
に
一
度

は
新
品
に
交
換
す
る
こ
と
を
ご

推
奨
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
乾

電
池
の
電
圧
低
下
は
、
L
E
D

点
滅
及
び
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

知
ら
せ
ま
す
。）

　

戸
別
受
信
機
に
は
自
動
録
音

機
能
が
あ
り
、
緊
急
放
送
及
び

役
場
か
ら
の
録
音
指
定
放
送
を

自
動
的
に
録
音
し
再
生
で
き
ま

す
。
ま
た
、
録
音
条
件
に
該
当

し
な
い
放
送
で
あ
っ
て
も
、
録

音
ボ
タ
ン
の
押
下（
長
押
し
）に

よ
り
留
守
番
録
音
が
で
き
ま
す
。

　

録
音
メ
ッ
セ
ー
ジ
有
り
を

L
E
D
に
よ
り
表
示
し
ま
す
。

　

再
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ス
キ
ッ

プ
選
択
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
詳
し
い
操
作
方
法

は
同
梱
さ
れ
ま
す「
使
用
説
明

書
」を
参
照
願
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

　

☎
5
7
ー

4
6
2
1

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の

取
り
付
け
工
事
に
つ
い
て

1　

工
事
内
容

2　

費
用
負
担

3　

工
事
期
間

戸
別
受
信
機
の
機
能

I
C
録
音

て
い
た
戸
別
受
信
機
は
ど
う
す
る

の
か
。

A
：
戸
別
受
信
機
取
り
付
け
業
者

が
新
し
い
戸
別
受
信
機
を
取
り
付

け
た
後
に
引
取
り
持
ち
帰
り
ま

す
。

　
　

1
世
帯
に
対
し
て
、
1
台
の

無
償
貸
与
と
の
こ
と
だ
が
、
2
世

帯
又
は
同
一
敷
地
内（
2
棟
）の

場
合
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

か
。

A
：
現
状
と
し
ま
し
て
は
、
各
行

政
区
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
組

内
外
の
世
帯
に
対
し
て
1
台
の
無

償
貸
与
と
な
る
の
で
、
2
世
帯
住

宅
等
に
も
基
本
1
台
の
み
無
償
貸

与
と
な
り
ま
す
。
２
台
目
を
希
望

さ
れ
る
方
は
有
償
購
入
と
な
り
ま

す
。

　
　

外
部
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
に
な

る
地
区
は
ど
の
辺
り
か
。

A
：
同
じ
地
区
内
で
も
電
波
の
強

弱
は
変
わ
り
ま
す
の
で
設
置
工
事

の
際
に
電
波
状
況
を
確
認
さ
せ
て

頂
き
判
断
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　

引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
空
き

家
に
な
っ
た
場
合
、
戸
別
受
信
機

は
ど
う
す
る
の
か
。

A
：
村
へ
連
絡
頂
け
ま
し
た
ら
、

村
の
方
で
回
収
致
し
ま
す
。

　
　

故
障
の
場
合
の
費
用
及
び
補

償
は
ど
の
様
に
な
る
か
。

A
：
過
失
に
よ
る
場
合
は
負
担
頂

く
こ
と
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
が
、
自
然
故
障
の
場
合
は
村
に

て
修
理
・
交
換
と
す
る
方
針
で
す
。

　
　

外
部
ア
ン
テ
ナ
は
横
向
き
に

設
置
出
来
な
い
の
か
。

A
：
電
波
は
縦
方
向
の
波
で
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
横
向

き
に
す
る
と
効
率
よ
く
受
信
で
き

ま
せ
ん
。
よ
っ
て
縦
向
き
に
設
置

い
た
し
ま
す
。

Ｑ
6

Ｑ
7

Ｑ
8

Ｑ
9

Ｑ
10

7
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　「第10回市町村対抗福島県軟式野球大会」が、
59市町村が出場し開催されました。玉川村の初戦
は、17日しらさわグリーンパークで泉崎村と対戦し、
先制されるも中盤で逆転し6対5で初戦を突破しま
した。
　二回戦は24日牡丹台球場で中島村と対戦し、初
回に5点を先制しました。しかし、徐々に追いつか
れ、接戦の末10対9で残念ながらサヨナラ負けと
なりました。
　「第３回市町村対抗福島県ソフトボール大会」が、
10月1６日より55市町村が出場し相馬光陽ソフト
ボール場で開催されました。
　今年ユニホームを新調した玉川村チームは、初
戦、白河市と対戦し、序盤から打線がつながり、
初回に２点を先制、有利に試合を進めましたが、
中盤、白河市に大量点をゆるし、粘り強く奮戦し
ましたが、3対10で惜しくも初戦敗退となりました。
　村内の野球及びソフトボールチームからの選抜
選手で結成された玉川村代表チームの全力プレー
は、村民に勇気と元気を届けてくれました。選手
の皆さんお疲れ様でした。また、応援をいただき
ました皆さんありがとうございました。

～市町村対抗福島県軟式野球・ソフトボール大会開催～郷土の誇りを胸に

ソフトボール大会出場選手の皆さん

野球大会出場選手の皆さん

　スポーツを通して村民の世代間交流と健康増進のため
「たまかわスポーツフェスタ2016」が10月8日、クック
ドームたまかわ及びたまかわ文化体育館等において行われ
ました。
　グラウンドゴルフ、カローリング、タグラグビーの他、
元気スポーツクラブによるノルディックウォーキングも開
催され、あいにくの雨でしたが子どもからお年寄りまで約
150人が参加し、気持ちよい汗を流しました。また、競技
終了後には、村食生活改善推進員（よつばの会）による“す
いとん汁”が振る舞われました。

スポーツフェスタ201６

カローリングを楽しむ参加者

みんなでチャレンジ
雨の中ノルディックウォーキングに出発 初めて体験するタグラグビー

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

8



　平成28年度石川地方住民総参加「地域安全の日」大会が10
月６日、たまかわ文化体育館で開催されました。大会では、防
犯意識高揚に貢献した防犯功労者や団体への表彰をはじめ、
防犯俳句・川柳などの表彰も行われました。
　村内の受賞者は次のとおりです。
▶防犯功労者　坂本　敬（川辺）
▶防犯功労団体　玉川村防犯指導隊（小林伸一隊長）
▶優良防犯連絡責任者　小針金之（川辺）・塩澤馨之進（南須釜）
▶川柳の部【優　秀】吉田フキ（岩法寺）
▶俳句の部【最優秀】曲山喜代子（蒜生）【佳作】曲山敬三郎（蒜生）

　

石
川
地
方
身
体
障
が
い
者
福
祉
会
主

催
の「
石
川
地
方
身
体
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」が
、
９
月
21
日
浅
川
町

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
石
川
管
内
５
町
村
か
ら
約

80
名
が
参
加
し
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
走
や
玉
入
れ
、

ク
ロ
リ
テ
ィ―

な
ど
各
種
競
技
で
競
い

合
い
、
見
事
玉
川
村
身
体
障
が
い
者
福

祉
会
チ
ー
ム
が
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
大
会
を
通
し
て
交
流
を

深
め
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

身
体
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

玉
川
村
チ
ー
ム
が
優
勝

村の特産さるなしを収穫する児童

「地域安全の日」大会

ふくしま駅伝玉川村選手団結団式

　

10
月
19
日
総
合
学
習
の
一
環
と
し

て
、
今
年
度
初
め
て
、
玉
一
小
３
年
生

が
、
村
の
特
産
さ
る
な
し
の
収
穫
を
玉

川
さ
る
な
し
生
産
組
合
（
佐
久
間
勝
組

合
長
）
の
指
導
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
9
月
20
日
に
は
須
釜
小
3
年
生

児
童
も
四
辻
さ
る
な
し
生
産
組
合
（
大

和
田
宏
組
合
長
）
の
指
導
に
よ
り
行
っ

て
い
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
丹
精
込
め
て
作
ら
れ

た
さ
る
な
し
の
実
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
摘
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。　

小
学
3
年
生
が
総
合
学
習

特
産
さ
る
な
し
の
収
穫

優勝した玉川村チームの皆さん

地域の安全を自分たちの手で

　11月20日に開催される第28回市町村対抗福島県縦断駅
伝競走大会に出場する玉川村選手団の結団式が10月14日、
すぱーく玉川で行われました。
　式では、22名の選手が一人ずつ紹介された後、本部長
の石森村長が岩谷唯義監督に団旗を手渡し激励しました。
　最後に、選手団を代表して、矢部裕雅主将（川辺）が「最
後まで諦めずにタスキをつなぐことを誓います」と決意表明
しました。

チーム一丸となって健闘誓う

村長から団旗を手渡された岩谷監督（左）

受賞した曲山喜代子さん

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA
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　「親子で楽しむフラワーアレンジメントワークショッ
プ」が、空港ビル３階わくわくらんど隣のキッズラウン
ジで10月16日に開催されました。
　円谷しのぶさん（南須釜）が講師となり、カボチャに、
手作りの魔女の箒やコウモリ等ハロウィンの飾りつけを
行いました。円谷さんは月１回のアレンジメント教室も
開催しており、11月23日にはクリスマスアレンジメン
トのワークショップも開催する予定です。

フラワーアレンジメント

ハロウィンを楽しむ

ハロウィンカボチャを利用して花々を飾り付ける参加者

　

10
月
17
日
、
玉
川
地
区
更
生
保
護
女

性
会（
岩
谷
ミ
サ
ヲ
会
長
）と
石
川
警
察

署
及
び
玉
川
駐
在
所
の
み
な
さ
ん
が
、

村
商
業
施
設
前
で
犯
罪
防
止
等
の
啓
発

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10

日
間
、「
全
国
地
域
安
全
運
動
」と
警
察

庁
が
定
め
、
全
国
各
地
で
住
民
が
自
主

的
に
様
々
な
地
域
安
全
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
な
か
、
そ
の
運
動
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
地
域
住
民
の
安
全
安
心

を
願
い
、
万
引
き
や
盗
難
、
な
り
す
ま

し
詐
欺
な
ど
の
被
害
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。 全

国
地
域
安
全
運
動
週
間

地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
に

スーパーの駐車場での啓発活動

　福島県都市公園・緑化協会が主催する農体験サツマイ
モ収穫祭が、クックの森の園児を対象に、10月19日「ス
ポーツエリアみんなの畑」で行われました。
　晴天の中、園児らは指導の方のお話をよく聞きながら、
5月に自分たちで苗を植えたサツマイモを収穫しました。
　大きく成長したサツマイモに、目を輝かせ、一生懸命
イモ掘りを行い、自分たちの手で育てた作物、食物の大
切さを学びました。

たまかわクックの森園児

　

学
校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
で
、
講
師
に
松
山
未
来
さ
ん（
エ

バ
タ
製
作
所
㈱
勤
務
）を
迎
え
、
泉
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
を
対
象
に

「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
体
験
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

松
山
さ
ん
は
ダ
ン
ス
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
講
師
を
勤
め
る
方
で
、
福
島
県

を
中
心
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
体
験
に
子
ど
も
た
ち
は
、

最
初
は
照
れ
な
が
ら
踊
っ
て
い
ま
し
た

が
、
次
第
に
慣
れ
て
く
る
と
、
子
ど
も

達
の
自
由
な
発
想
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ダ

ン
ス
を
披
露
し
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

学
校
支
援
地
域
本
部

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
体
験

松山さんと泉放課後児童クラブの子どもたち

自分たちの秋の味覚を収穫！

大きなサツマイモを掘りました。

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA
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　ＫＦＢ福島放送で「玉川村には県内唯一の〇〇
の駅がある？！」福島のナゾとして、「○○の駅」＝
「健康の駅たまかわ」を取材しました。
　健康の駅での活動の様子や、駅設立の発起人
である村長へのインタビューが行われました。
　テレビ放映は、１１月8日のスーパーＪチャンネ
ルで放送されました。

　

10
月
16
日
に
須
釜
中
学
校
で
、
10
月

21
日
に
は
泉
中
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
学

校
祭
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
や
弁
論
大
会
、
意
見
発
表
会
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ
、
生

徒
た
ち
は
日
頃
の
学
習
と
活
動
の
成
果

を
精
一
杯
発
表
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
地
域
の
方
々
や
保
護
者
か
ら
、

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

両
中
学
校
で
学
校
祭

ＫＦＢが取材

「〇〇の駅」のナゾ？撮影中

県内唯一の「○○の駅」

須釜中「舘山祭」より

泉中「いずみ祭」より

溝井瑛仁くん
【英文：中】

えいと

ぼくも！
わたしも！ 虫歯 がないよ

今年度4回目の３歳児健診が10月14日、村保
健センターで行われました。
　健診項目の歯科検診の結果、虫歯が１本も
なかった10名のおともだちを紹介します。（順不同。【　】は保護者と地区名）

須田明日香ちゃん
【知寛：四辻新田】

あ す か

須藤來々ちゃん
【弘一：川辺】

ら　ら

田母神朱里ちゃん
【真広：小高】

小原陽翔くん
【公太：川辺】

はると

横山心春ちゃん
【孝幸：竜崎】

こはる

川名暖大くん
【貴将：南須釜】

ひなた

首藤かのんちゃん
【勝也：川辺】

小林　琉くん
【淳也：竜崎】

りゅう

草野颯太くん
【旭：北須釜】

 

そうたしゅり
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健健 だよりだより健 だよりだより健

けんこう

だより幸幸幸幸
冷え対策のおすすめ冷え対策のおすすめ

第155回直木賞受賞作！
伝えられなかった言葉。
忘れられない後悔。もし
も「あの時」に戻ることが
できたら…。母と娘、夫と妻、父と息子。近
くて遠く、永遠のようで儚い家族の日々を描
く物語六編。誰の人生にも必ず訪れる、喪失
の痛みとその先に灯る小さな光が胸に染みる
家族小説集。

絢爛豪華たる安土桃山文
化の主座を占める茶の湯。
それは、死と隣り合わせ
に生きる武士たちの一時
のやすらぎだった。茶の湯文化を創出した男
とその弟子たちの生き様もまた、武士たちに
劣らぬ凄まじさをみせる。戦国時代を舞台に
繰り広げられる“もう一つの戦い”秀吉対利
休。果たして実際の勝者はどちらなのか。傑
作時代長編。

天下人の茶
伊東　潤　著

海の見える理髪店　
萩原　浩　著

❖寒い季節となりました。これからの時期は、手先足先の“冷え”、体の“冷え”
　で悩む方が多くなるのではないでしょうか？
　どんなに体を外から温めても、体の中が冷たくては効果が半減してしまいます。
これからの季節、風邪予防☆彡、健康維持☆彡のために体を中から温めましょう!!

　体を温める食べ物・飲み物を積極的に食べましょう。温かい
食事をするだけでも体が温まります。
　からだを温める食品や飲み物は寒い地域でとれるもの、赤や
黒などの色の濃いもの、発酵しているものなどがオススメです。

しょうが、唐辛子、根菜類、りんご、
紅茶、ほうじ茶、赤ワイン、など

きゅうり、トマト、みかん、バナナ、
コーヒー、緑茶、白ワインなど

　体の中で熱を作るのは筋肉です。筋肉が少ない人は冷えやすくなるので、
ウォーキングなどの運動を行い、体を動かすように心がけましょう。
　お風呂は、ややぬるめの湯船にゆっくり浸かりましょう。
体温が１℃ほどアップし、免疫力も上がります。

▶健康に関するお問合せ先：村保健センター　☎３７－１０２４

温める食べ物

冷やす食べ物

す。

運動やお風呂で
体を温める

食べ物で
体を温める

12

★今月の新着オススメ本 【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

お 知 ら せクックちゃん文庫から
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たまかわスポーツフェスタより（10月8日）

お
知
ら
せ

Information

○総　務　課
　　５７－４６２１

○住　民　課
　　５７－４６２４

○須 釜 支 所
　　５７－２０６１

○税　務　課
　　５７－４６２２

○会　計　室
　　５７－４６２５

○健康福祉課
　　５７－４６２３

○保健センター
　　３７－１０２４

○産業振興課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９

○農業委員会
　　５７－４６２８

○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１

○議会事務局
　　５７－４６３０

○教育委員会
　　５７－４６３３

○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

指
名
手
配
被
疑
者
の

発
見
に
ご
協
力
を

個
人
事
業
税
の
納
期
の

お
知
ら
せ

雇
用
保
険
適
用
拡
大
の
お
知
ら
せ

　

相
続
し
た
不
動
産（
土
地･

建

物
）に
つ
い
て
の
相
続
登
記（
名
義

変
更
）は
、
不
動
産
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
法
務
局
に
申
請
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

長
い
間
、
相
続
登
記
を
し
な
い

で
放
置
し
て
し
ま
い
ま
す
と
、
更

に
相
続
人
が
死
亡
さ
れ
る
こ
と

で
、
相
続
権
の
あ
る
人（
子
・
孫
等
）

が
次
第
に
増
え
て
し
ま
い
、
誰
が

相
続
す
る
の
か
話
し
合
っ
て
決
め

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
と
、

次
の
よ
う
な
様
々
な
問
題
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
土
地
を
売
っ
て
現
金
化
し
た
い

が
、
土
地
の
名
義
が
曽
祖
父
名
義

の
た
め
、
す
ぐ
に
所
有
権
移
転
登

記
が
で
き
な
い
。

②
空
き
家
を
有
効
利
用
し
た
い

が
、
所
有
者
が
分
か
ら
ず
交
渉
で

き
な
い
。

③
森
林
の
所
有
者
が
分
か
ら
ず
、

山
が
荒
廃
し
て
い
る
。
な
ど
、
こ

の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
も
、
早
め
に
相
続
登
記

を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
合
せ
先

　

 

福
島
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
２
０
ー
８
１
ー
５
５
３
９

（
平
日
の
午
前
10
時
か
ら
12
時　

午
後
１
時
か
ら
４
時
）

　

福
島
地
方
法
務
局（
登
記
相
談

は
事
前
予
約
制
に
よ
る
面
談
の

み
）

本
局 

☎
０
２
４
ー
５
３
４
ー
２
０
４
５

郡
山
支
局
☎
０
２
４
ー

９
６
２
ー

４

５
０
５

 　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、
賃

金
や
退
職
、
人
間
関
係
な
ど
に
関

す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い
て

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

現
地
相
談
会
で
は
、
労
働
問
題
に

精
通
し
て
い
る
労
働
委
員
会
委
員

が
対
応
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
及
び
場
所

12
月
４
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

須
賀
川
市
産
業
会
館

▼
電
話
相
談　

　

☎
０
２
４
ー

５
２
１
ー

７
５
９
４

（
県
内
全
域
対
象
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
お
問
合
せ
先

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
ー
５
２
１
ー
７
５
９
４

E
-m
ail  roudousoudan@

pref.fukushim
a.lg.jp

 　

個
人
事
業
税
と
は
、
事
業
を
営

ん
で
い
る
個
人
に
課
税
さ
れ
る
県

の
税
金
で
す
。
今
年
度
の
第
２
期

分
の
納
期
限
は
11
月
30
日（
水
）で

す
。
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ

り
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金

融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
納

付
を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
新
た
に
口
座

振
替
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、

来
年
度
か
ら
の
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す
。

▼
お
問
合
せ
先

　

県
中
地
方
振
興
居
県
税
部

課
税
第
一
課　

事
業
税
チ
ー
ム

☎
０
２
４
ー
９
３
５
ー

１
２
５
１ 

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪

の
被
疑
者
に
つ
い
て
、
11
月
中
に

全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡

捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら

被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見

に
は
、
国
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が

是
非
と
も
必
要
で
す
。
警
察
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
駅
、
駐
在
所
等

に
貼
ら
れ
て
い
る
指
名
手
配
被
疑

者
に
よ
く
似
た
人
を
見
掛
け
た
と

い
っ
た
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
に
些

細
な
情
報
で
も
結
構
で
す
の
で
、

警
察
署
ま
た
は
駐
在
所
ま
で
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
連
絡
先

　

石
川
警
察
署
☎
２
６
ー

２
１
９
１

　

玉
川
駐
在
所
☎
５
７
ー

２
０
５
３

 　

平
成
29
年
１
月
よ
り
65
歳
以
上

の
方
も
条
件
を
満
た
せ
ば
、
新
た

に
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と
な
り

ま
す
。（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。）

▼
お
問
合
せ
先

須
賀
川
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
２
４
８
ー
７
６
ー
８
６
０
９

労
働
困
り
ご
と
相
談
会
の

お
知
ら
せ
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たまかわクックの森運動会より（10月9日）

児童虐待かもと思ったら
すぐにお電話をください

児童相談所や市町村の
相談窓口に

ご連絡ください。

12月1日　世界エイズデー 
エイズとは、身体を守る免疫システムの働きが悪くなることで
起こる、様々な症状のことをさします。エイズは誰もがかかり
うる、身近な病気です。正しい知識を身につけ、自分から行動
していくことが重要です。
　保健所では「匿名・無料」で、エイズの原因となる HIV ウ
イルスに感染してないかを検査することができます。早い時点
で感染を知ることができれば、治療によって今まで通りの日常
生活を送ることが出来ます。不安なこと、心配なことがある場
合にはHIV検査を受けましょう。

世界エイズデーキャンペーン期間
平成 28年 11月 18日㈮～

12月 4日㈰

虐待を受けたと思われる
子どもがいたら。

ご自身が出産や子育てに
悩んだら。

子育てに悩む親がいたら。

【問い合わせ先】福島県県中保健福祉事務所
エイズ相談・検査予約ダイヤル　☎0248-75-4338（受付時間　平日 8:30 ～ 17:15）

11月は児童虐待防止
推進月間です。

広報たまかわ　平成28年 11月

14



村民文化祭より（11月5・6日）

さ
る
な
し
俳
句
会
十
月
句
会
吟
詠

落
ち
鮎
の
撥
ね
て
つ
ま
ず
く
ハ
イ
ヒ
ー
ル 

仁

あ
る
が
ま
ま
生
き
よ
う
野
辺
の
花
芒 

由
記

雨
上
が
り
ど
っ
と
飛
び
交
う
赤
と
ん
ぼ 

真
知

喜
寿
迎
う
夜
寒
に
張
り
き
る
だ
け
の
こ
と 

今
朝

秋
刀
魚
焼
く
夕
餉
の
席
に
猫
の
居
て 

公

秋
祭
り
舞
を
る
子
等
の
目
鼻
立
ち 

美
枝

一
升
の
飯
炊
く
夕
の
そ
ぞ
ろ
寒 

仁
美

11月１日現在の村のようす（前月比）
（ ＋  　 戸）
（ －  　 人 ）
（ －  　 人 ）
（ －  　 人）

世帯数
人　口
　男
　女

戸
人
人
人

２，1 0 5
6 ，7 7 4
３，3 7 4
３，4 0 0

1
9
7
2

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：10月受領分）

寄付ありがとうございます

お誕生おめでとうございます
（10月届出分）

（10月届出分）

地区名 出生児氏名 保護者名

おくやみ申し上げます

川　辺　　　　辻　　琉　璃　  　泰　博

蒜　生　　　曲　山　瑛　柊　  　一　也

小　高　　　添　田　航　平　  　雄　剛

川　辺　　  　三　森　嘉　雄　 　嘉　雄
　〃　　　  　山　崎　ちよ子　 　嘉　重
小　高　　  　岩　谷　浩　光　 　浩　光
　〃　　　  　須　藤　ミ　ヨ　 　重次郎
　中　　　  　吉　住　タツイ　 　佐　市
竜　崎　　  　小　林　フクヨ　 　音　一
南須釜　　  　鈴　木　四　郎　 　好　市
北須釜　　　  鈴　木　隼　人　 　一　善
　吉　　　  　矢　部　金　壽　 　金　壽

地区名 死　亡　者 世帯主名
「特設人権相談所」開設のお知らせ

年末年始の
ごみ収集し尿汲取のお知らせ
▶燃えるごみの収集
●年末：12月３０日(金)まで収集
●年始：１月４日(水)から収集
※詳しくは、玉川村ごみ分別収集
　カレンダーをご確認ください。
▶し尿汲取
　12 月１２日（月）までに役場住民課で申込を
したものについては、年内（12月2８日（水）まで）
に汲取を行います。年始は１月４日（水）から
汲取を行います。
▶問い合わせ先
　役場住民課　☎５７-４６２４

12月4日～10日は人権週間

　人権相談とは、家庭内のもめごとや隣近所
とのトラブル、いじめや差別などの相談に人
権擁護委員が応じます。
　人権擁護委員は相談を受けると、その内容
を十分に聴いたうえ、権利を守るために必要
な手続きを助言するなど、それぞれの場合に
応じた解決の手助けをします。
■開設日時
　12月 6日（火）午前 10時～午後３時
■開設場所
　・玉川村役場北庁舎会議室
　・須釜公民館
※相談は無料で、
　秘密は固く守られます。
　お気軽にご相談ください。
 ▶問い合わせ先
　役場住民課　☎５７-４６２４４

る り

え い と

こ う へ い

川　辺
小　高
　〃　
 中  

三 森 幸　
岩 谷 勝 雄
須藤重次郎
吉 住 圭 司

様
様
様
様

竜　崎
南須釜
北須釜
吉

小 林 音 一
鈴 木 好 市
鈴 木 一 善
矢　部 フミ子

様
様
様
様

広報たまかわ　平成28年 11月
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燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

●（休医）・・休日当番医　　 ●（元）・・元気スポーツクラブ　●文体・・文化体育館　　　　●クラブ・・文化体育館クラブハウス　●保セ・・保健センター
●健た・・健康の駅たまかわ　●村グ・・村民グラウンド　　 ●就改・・就業改善センター　●村体・・村民体育館　　　　●体セ・・体育センター

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

介護保険料：第6期
固定資産税：第3期
国民健康保険税：第6期
後期高齢者医療保険料：第5期

延長窓口（～ 19：00）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
！

都
会
に
住
ん
で
い
る
若
者
が
、
地
方
に
移
住

し
、
地
域
お
こ
し
を
通
し
、
地
域
の
魅
力
を

発
見
し
、
発
信
し
て
い
く
仕
事
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　

だ
よ
り

天皇誕生日 天皇誕生日 

（休医）ふるどのクリニック
（古殿町）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）（休医）ひらた中央病院

（平田村）

●(元)スポーツサロン
（13：00文体他）

●(元)ヨガ教室
（19：15文体）

●クリスマスコンサート
（13：30文体）

●門松作り教室
（10：00すぱーく）
（15：00すぱーく）

●手作り巻きずし教室
（9：30保セ）

●村民卓球大会
（9：00文体）

●(元)ヨガ教室
（19：15文体）

●3～4か月児健診
　（13：30公立岩瀬病院）
●（元）きっずたいいく教室

（15：30文体）
●(元)レクダンス教室

（13：30文体）

●（元）きっずたいいく教室
（15：30文体）

●（元）きっずたいいく教室
（15：30文体）

●(元)レクダンス教室
（13：30文体）

●なつ椿・こぶし学級
（9：30文体）
（13：30文体）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）トレーニング教室
（19：00文体）

●（元）フットサル教室
（19：00体セ）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●小中学校
　第2期終業式
●（元）ラージボール卓球

（9：30文体）
●（元）トレーニング教室

（19：00文体）
●（元）フットサル教室

（19：00体セ）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

延長窓口（～ 19：00）

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日 ●クックちゃん文庫休館日 ●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

◆玉川村虐待防
止センター専用
ダイヤル

☎080-5220-4623
※毎日24時間体制
で虐待にかかわ
る通報（連絡）や
相談を受け付け
ています。

●休日当番医の診療時
間は、午前8：30～午
後4：30までとなって
います。

※須賀川地区の在宅当
番医は、須賀川市保
健センター内の休日
夜間急病診療所で診
察しています。

　☎0248-76-2980
　須賀川市諏訪町67-1

●(元)バドミントン
（19：00文体）

●(元)フラダンス教室
（9：30就改）

●(元)バドミントン
（19：00文体）

●いきいき教室
（13：30保セ）

●いきいき教室
（11：00保セ）

●すくすくクラブ
（10：00保セ）

●(元)バドミントン
（19：00文体）

●(元)フラダンス教室
（9：30就改）

●(元)３Ｂたいそう教室
（9：30文体）

●(元)プール教室
（13：30矢吹町温水プール）
●6・7か月児健康相談

（10：00保セ）
●1歳児健康相談

（13：00保セ）

●3歳児健診
（12：45保セ）

●1歳6か月児健診
（13：00保セ）

●（元）書初め教室
（9：00須公）

●(元)３Ｂたいそう教室
（9：30文体）

●(元)プール教室
（13：30矢吹町温水プール）

延長窓口(～19：00）

延長窓口(～19：00）

日 月 火 水 木 金 土
121212DecemberDecemberDecember20162016

玉川村モバイルサイト

TAMAKAWA
MOBILE広報紙に掲載された写真が欲しい方は

　総務課広報広聴係（57－4621）まで
この広報紙は環境にやさしいインキと
再生紙を使用しております。 16
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